【左官工事業】

職種：施工技能　　職務：現場管理
【概要】
左官工事について、施工過程の段取りや作業管理、材料調合、左官施工、伝統左官施工などを計画に従い、現場において顧客（設計事務所、元請、発注者）や他業種などとの折衝、調整、打合せ等を重ねながら、作業班を統率して所定の品質の左官作業を遂行する仕事。
【仕事の内容】
土木、建築構造物の構造や左官施工技術、左官材料等の知識、経験を活かし、柱、梁、壁、床板、開口部、階段等の各部位を顧客要求事項通りに構築するための左官工事の現場作業管理が仕事の内容である。これらの仕事は元請（ゼネコン工事担当者）の現場における作業指示を理解し、日々の打合せで作業状況を報告し、責任施工できるように作業班を指揮していくものである。

また、日本建築の修復・復元・伝統左官等の仕事においては、左官技能や施工方法の検討、提案、品質、原価、工程、安全などの計画・管理を施工管理職と打合せ、自ら提案した内容を基に左官作業の管理等を行う。

【求められる知識・経験】

（１）現場管理の仕事は、施工現場での作業管理、材料調合、下地構造づくり、下地塗り、薄塗り仕上げ、床仕上げ、作業班の統率等多岐にわたる。レベル３（職長相当）は、左官作業の前工程、後工程の作業内容を熟知したうえで、かつ与えられた持ち場で作業を管理運営するマネジメント能力が求められる。そのためには、技能者を束ねるための統率力、指導力が求められる。
（２）レベル４（施工現場統括責任者、基幹技能者相当）は上級職長として他職種との関連作業の調整や、元請との作業打合せを通して工事を予定通り進めていくための十分な専門性（経験と知識）及び積極的な対人能力が求められる。そのほか、神社、仏閣、純日本建築、歴史的西洋建築等に求められる伝統左官技法を有した卓越技能者（レベル４）と共に高度な左官作業を管理していく能力が必要とされている。

【関連する資格・検定等】
職業能力開発促進法に基づく技能検定（厚生労働省、中央職業能力開発協会）

・左官技能士（１級、２級）　　等

労働安全衛生法に基づく資格（都道府県労働局安全課、都道府県労働基準協会連合会、

安全衛生技術センター、安全衛生技術試験協会、都道府県労働災害防止協会）

・免許試験による資格：クレーン運転士（吊り上げ荷重が５トン以上）

　　　　　　　　　移動式クレーン運転士（吊上げ荷重が５トン以上）

　　　　　　　　　　　　ガス溶接作業主任者　　

　　　　　　　　　　　　職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

・技能講習による資格：玉掛け技能講習修了者（１トン以上）

　　　　　　　　　小型移動式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重１トン以上５トン未満）

床上操作式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重５トン以上）

高所作業者運転技能講習修了者（作業床の高さ１０ｍ以上）

ガス溶接技能講習修了者（可燃ガス、酸素を用いる）　　等

・特別教育による資格：５トン未満のクレーン運転特別教育（吊上げ荷重５トン未満）

　　　　　　　　　　　　　　　研削砥石取替え特別教育

職長・安全衛生責任者教育　　等

国土交通省が要件とするあるいは推奨している資格（建設業振興基金、全国建設研修センター、

基幹技能者運営団体連絡協議会）

・基幹技能者

・建築施工管理技士（１級、２級）
・土木施工管理技士（１級、２級）　　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　　05　建築・土木・測量技術者　　　051　建築技術者　　052　土木技術者

77　建設作業者　　　　　　　　　　　774　左官













